
 

 

 精神疾患を発症した社員が休職と復職を繰り返すのを防止するためには，復職後

間もない時期（復職後 6 か月以内等）に同一又は類似の事由により欠勤した場合（債

務の本旨に従った労務提供ができない場合を含む。）には，復職を取り消して直ち

に休職させ，休職期間を通算する（休職期間を残存期間とする）等の規定を置いて

対処する必要があります。そのような規定がない場合は，普通解雇を検討せざるを

得ませんが，有効性が争われるリスクが高くなります。 
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Ｑ157．精神疾患を発症した社員が休職と復職を繰り返すのを防止する

ためには，就業規則にどのような規定を置く必要がありますか。 


